
	業務の実績の説明

	補助対象事業の名称（補助事業者名）

	生活環境における聴覚障害者の気づきとコミュニケーション支援の研究開発（富士通株式会社）

	補助対象事業の概要

	【研究開発の全般について】

	1 補助対象事業の概要
	聴覚障害者が、家庭などの生活シーンの中での、さまざまな種類のモノ（ドア、機器）や人の変化の気づきが得られるシステムの開発。

	2 補助対象事業の目標
	聴覚障害者は、ドアチャイム、炊飯器、電子レンジなどの生活家電情報音が聞えない 、換気扇を付けっ放しや水の流しっ放し、異音の発生、火災報知器などへの気づきが得られないなど生活上の困難が発生している。ＡＩや音の属性取得のシステム開発によって、解決をめざす。

	3 研究開発期間
	平成２８年度～平成３０年度

	4 補助金（前年度までの累計）
	１７，２２８　千円

	【平成３０年度実施部分について】

	5 平成３０年度補助金
	７，３１９　千円

	6 研究開発の実施内容
	エンハンスされたAIエンジン搭載の無線マイクモジュールの開発や、各種センサーをもちいた音の認識率向上と、聴覚障害者のニーズに配慮した端末＆サービスの商品化開発。

	【平成３０年度実施部分における研究開発課題の成果や評価結果について】

	7 研究開発の成果
	AI搭載の無線マイクモジュールと、環境音をビジュアルに表現する光端末（据置型、可搬型）とPC上の環境音のアイコン表示および音の発生位置を表示できるトータルなシステムを開発し、AIの認識性能も向上させた。またセンサーとAI認識の結果を連携させて表示することにより、より高い精度の環境音認識を実現させた。
このシステムを福祉機器メーカへ提案を行い、現在商品化に向けての協議を行っている。

	8 研究成果の応用状況、利用状況
	なし

	9 論文数
	０件
	10 被引用論文数
	０件

	11 特許申請件数（国内）
	１件
	12 特許取得件数（国内）
	１件

	13 特許申請件数（海外）
	０件
	14 特許取得件数（海外）
	０件

	15 受賞数（国内）
	０件
	16 受賞数（海外）
	０件


